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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用

し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策を背景に、企業収益の改善

や雇用・所得環境の改善がみられるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中国や新

興国経済の減速に加え英国の欧州連合脱退問題など、世界経済の不確実性の高まりや金融資本市場の変動リスクが

存在し、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

建設業界におきましては、政府による各種住宅取得支援策に加え、マイナス金利政策により住宅ローン金利が低

水準で推移したこと等により、新設住宅着工戸数が持ち直しの傾向が続いたものの、建設資材や労務費の高騰等の

問題は依然として解消されておらず、厳しい受注環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、第１四半期連結会計期間において建設事業の譲受けを行

い、商圏の拡大と事業競争力の強化を図りました。

以上の結果、当社グループの業績につきましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、前

年同期と比較して戸建住宅の引渡棟数が減少した影響等から住宅事業セグメントの売上高が減少したものの、当社

の建設事業セグメントにおいて事業譲受を行ったことに伴い、前年同期と比較して売上高が大幅に増加したこと

や、同じく当社の設備事業セグメントにおいて前連結会計年度からの繰越工事高のうち大型工事の完成があった影

響等から、売上高は前年同期比7.8％増の23,997百万円となりました。

利益につきましては、売上高の増加による影響に加え、当社の設備事業セグメントにおいて収益性の高い工事完

成があった影響等から、営業利益は前年同期比27.1％増の1,904百万円、経常利益は前年同期比25.1％増の1,885百

万円となりました。また、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、役員退職慰労引当金戻入額

194百万円を特別利益として計上したこと等から、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比47.4％増の

1,176百万円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

 

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、第１四半期連結会計期間において、事業譲受による企業結合を行った影響

等から、売上高は前年同期比21.2％増の6,949百万円、営業利益は前年同期比57.5％増の713百万円となりました。

 

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、当社において前連結会計年度からの繰越工事高のうち、収益性の高い大型

工事の完成があったこと等から、売上高は前年同期比65.7％増の4,755百万円、営業利益は前年同期比253.6％増の

419百万円となりました。

 

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、前年同期と比較

して引渡棟数が減少した影響等により、売上高は前年同期比11.8％減の10,482百万円、営業利益は前年同期比

49.6％減の251百万円となりました。

 

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、前年同期に販売用

不動産の売上が増加していた影響等から売上高が減少したものの、セキスイハイム山陽株式会社において平成27年

12月に完成した不動産賃貸施設の賃料収入が増加した影響等から、売上高は前年同期比3.1％増の1,254百万円、営

業利益は前年同期比21.5％増の339百万円となりました。

 

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフの飲食事業において、平成27年３

月に一部の店舗を閉鎖した影響等から、売上高は前年同期比0.3％減の555百万円となりました。しかしながら、営

業利益につきましては、当社の太陽光発電施設の減価償却費の減少等により、前年同期比13.5％増の169百万円と

なりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、現金預金が増加した一方で、受取手形・完成工事未収入金

等やたな卸資産が減少したこと等により、27,793百万円（前連結会計年度末は28,116百万円）となりました。

負債につきましては、支払手形・工事未払金等及び未成工事受入金の減少等により、16,260百万円（前連結会計

年度末は17,801百万円）となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加等により11,533百万円（前

連結会計年度末は10,315百万円）となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成28年７月28日の「第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正

に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,505,775 2,204,713 

受取手形・完成工事未収入金等 3,151,884 2,703,498 

たな卸資産 3,565,459 3,129,813 

預け金 207,363 643,554 

繰延税金資産 117,855 115,027 

その他 212,988 242,580 

貸倒引当金 △2,262 △2,281 

流動資産合計 8,759,063 9,036,907 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 5,756,110 5,482,942 

機械・運搬具（純額） 1,326,931 1,198,738 

工具器具・備品（純額） 741,675 736,011 

土地 9,402,521 9,440,226 

リース資産（純額） 328,568 282,007 

建設仮勘定 60,907 15,429 

有形固定資産合計 17,616,715 17,155,355 

無形固定資産    

のれん － 170,000 

その他 296,635 85,255 

無形固定資産合計 296,635 255,255 

投資その他の資産    

投資有価証券 540,921 516,534 

破産更生債権等 31,282 31,282 

繰延税金資産 390,202 330,884 

その他 578,445 563,225 

貸倒引当金 △96,586 △95,575 

投資その他の資産合計 1,444,265 1,346,351 

固定資産合計 19,357,617 18,756,962 

資産合計 28,116,681 27,793,869 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 2,179,106 1,397,734 

短期借入金 2,950,000 3,800,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,826,732 1,340,922 

リース債務 148,362 141,313 

未払法人税等 445,978 319,994 

未成工事受入金 1,504,773 1,226,830 

賞与引当金 108,378 246,439 

役員賞与引当金 25,200 － 

完成工事補償引当金 143,180 135,137 

工事損失引当金 65,695 20,000 

資産除去債務 27,492 27,495 

その他 789,636 736,153 

流動負債合計 10,214,534 9,392,020 

固定負債    

社債 200,000 200,000 

長期借入金 5,770,894 5,267,906 

リース債務 264,059 213,266 

退職給付に係る負債 400,995 424,708 

役員退職慰労引当金 293,189 95,964 

資産除去債務 225,335 232,024 

その他 432,053 434,303 

固定負債合計 7,586,528 6,868,173 

負債合計 17,801,063 16,260,194 

純資産の部    

株主資本    

資本金 764,815 764,815 

資本剰余金 705,825 705,825 

利益剰余金 7,439,729 8,517,826 

自己株式 △108,638 △109,196 

株主資本合計 8,801,731 9,879,270 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 69,405 52,005 

退職給付に係る調整累計額 △4,290 △1,644 

その他の包括利益累計額合計 65,114 50,360 

非支配株主持分 1,448,771 1,604,044 

純資産合計 10,315,617 11,533,675 

負債純資産合計 28,116,681 27,793,869 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 22,266,522 23,997,144 

売上原価 16,954,442 18,185,864 

売上総利益 5,312,079 5,811,280 

販売費及び一般管理費 3,813,582 3,907,179 

営業利益 1,498,497 1,904,100 

営業外収益    

受取利息 8,453 7,221 

受取配当金 4,333 3,759 

持分法による投資利益 23,651 3,143 

その他 24,029 13,888 

営業外収益合計 60,467 28,013 

営業外費用    

支払利息 46,099 41,716 

社債利息 378 461 

シンジケートローン手数料 3,000 3,000 

その他 2,059 1,271 

営業外費用合計 51,537 46,450 

経常利益 1,507,427 1,885,664 

特別利益    

固定資産売却益 － 99 

役員退職慰労引当金戻入額 － 194,877 

特別利益合計 － 194,977 

特別損失    

固定資産売却損 9,182 438 

固定資産除却損 5,471 23,888 

特別損失合計 14,653 24,327 

税金等調整前四半期純利益 1,492,773 2,056,314 

法人税等合計 546,688 715,859 

四半期純利益 946,084 1,340,455 

非支配株主に帰属する四半期純利益 148,146 163,938 

親会社株主に帰属する四半期純利益 797,937 1,176,516 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 946,084 1,340,455 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6,631 △17,400 

退職給付に係る調整額 1,569 2,645 

その他の包括利益合計 8,200 △14,754 

四半期包括利益 954,285 1,325,700 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 806,138 1,161,761 

非支配株主に係る四半期包括利益 148,146 163,938 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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